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◆図書館Topics◆

７月２６日、公益財団法人日本教育公務員弘済会奈良支部様より、

図書を寄贈していただきました。
趣旨： 子どもたちの心豊かな読書活動が一層盛んになることを願い、

教育図書購入費の助成を通して子どもたちの読書活動を支援し、

教育の向上に寄与します。

朝の読書に、活用してください！ ※展示コーナーに並べています

◆図書館News◆

◆図書委員Information◆

★おすすめ本

書名：『名画とフアッション』 3年3組 図書委員

「『人間の尊厳』を獲得することを目指したルネサンス以来、服は権威と
品位を人間に与えるという役割を担った」ルネサンスが起こった時代では
どんな時代よりも、衣装やアクセサリーは贅沢なものでした。
当時、中国など東方の国から絹織物が出回り、そのしなやかさや美しい
光沢に魅了され、イタリア、フランス、スペインなどで増産、さらに改良され
て新しい服の素材が生まれるとともに、色彩豊かな素材のために裁断方
法が進歩し、人々は豪華な衣服を楽しんで作ったそうです。
そんな華麗な衣装に、さらに健康と幸運といった効能があると信じられて
いた宝石や金糸の刺繍、金モールといった宝飾品などを国家財政に影響
するレベルで身につけ、ともかく高価で派手な格好で生活をしている人々
がいました。そんなゴージャスなファッションで過ごす生活において、自身
が生きた証を残したい、自分の経済力を見せつけたいといった目的で、自
身の「肖像画」を画家たちに描かせました。
リアルな絵を描くことは簡単ではないのに、画家たちが依頼を受けた物
は「色とりどりの糸や金糸で、夥しい量の模様がしなやかなで光沢のある
絹織物の布に刺繍された奇抜な形をした服を着て、さらに光に反射して
輝く宝石をちりばめた金銀のネックレスや腕輪などをつけた人間」です。
画家たちは非常に高度な技量と精巧さを要求され、想像もつかないよう
な労力と時間を費やしたことが絵を見れば伝わってきます。
究極と言える細密な絵もあれば、表現を変えて面白い印象がある絵もあ
り、見ていて楽しいです。読んでいると「ゴッホ」や「モネ」など一度は名前
を聞いたことがあるような画家の絵も載っているので、ぜひ探してみてくだ
さい。

※今回紹介した本は図書館にあります

図書館だより第6号で、保護者の方々への図書館利用をご案内した

ところ、三者懇談時に多くの方にご来館いただきました。「図書館だよ

り見て来ました。」「公共図書館で何十人も予約待ちの本をすぐ借りれ

て嬉しいです。」「一年中いつでも借りてもいいですか？」など嬉しいお

言葉をいただきました。これからも、より多くの生徒と保護者の方々に

利用してもらえる図書館になるように頑張ります！（司書）

夏休みの閉館期間を利用して図書の整理を行いました。

それに合わせて書架の案内表示も一新するとともに

館内図を作成しました。今後も皆さんが利用し

やすい図書館になるように工夫していきます。

ご意見やリクエストお待ちしています。

◆編集後記◆


